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　東御市（長野県）の市庁舎等公共施設群の集中する「舞台が丘地区」の再整備のた

めの公開プロポーザルにより特定された。プログラムとして、現市庁舎本館の改修と

一部増築（庁舎・新図書館）と中庭を巡る回廊を新設することで、既存施設群の有機

的連携を図る ( 第Ⅰ期 )。旧図書館・中央公民館改修により、子育て支援施設と公民

館機能の充実、市民のイベント広場整備（第Ⅱ期）とし、基本実施設計・監理を経て、

2014 年春完成を見た。

■東御市役所本庁舎増改築 ( 図書館合築 ) 基本 ･実施設計 ( 第Ⅰ期）

④東御市（長野県）における一連の整備構想～設計
■東御市行政中心ゾーン（舞台が丘地区）リノベーション計画　  　　 　　　  　［東御市］　2009-13

エントランス広場から中央公民館を望む *

改修後　庁舎南側全景　本館 ( 既存 ) 東側に増築 * 改修前

経緯　東御市舞台が丘再開発基本構想09. 8～11／東御市役所本庁舎増改築(図書館合築)基本設計‘10.3～7／東御市役所本庁舎増改築(図書館合築)実施設計‘10. 
9 ～ 11. 3 ／舞台が丘整備実施設計 ‘11. 4 ～ 12. 3 ／東御市庁舎等増改築工事監理 ‘11. 4 ～ 12. 8 ／勤労者会館改修工事監理 ‘12. 8 ～ 13. 3 ／中央公民館講義室増築
設計 ‘12.10 ～ 12 ／場内整備実施設計 ‘12.10 ～ 14. 3 ／子育て支援センター工事監理 ‘12.10 ～ 13. 5 ／中央公民館改修工事監理 ‘13. 4 ～ 14. 3

舞台が丘地区  全体計画図
( 平面図、立面図 )

東街区 : 市民交流ゾーン
　・子育支援ｾﾝﾀ－・中央公民館
　・子育支援行政、公民館機能の強化
　・ 外部環境整備 ( 広場、歩行空間 )

エントランスゾーン
　・既存建物の解体撤去
　・ゲート空間として修景
　・ 外部環境整備 ( 広場、歩行空間 )

西街区 : 行政・文化ゾーン
　・庁舎・新図書館
　・ 増築棟と回廊で既存施設を一体化
　・ 中庭 / 外部による交流と賑わい空 間

舞台が丘会館：改修

別館：改修

勤労者会館：
改修

本館：耐震改修

東館：増築
( 庁舎、新図書館 )

駐車場再整備

駐車場再整備

既設駐車場

既設駐車場

国道 18号線・田中駅→

ｴﾝﾄﾗﾝｽ広場

中央公民館：
耐震改修+増築

子育支援ｾﾝﾀ－：
耐震改修

中庭

駐車場 駐車場

市道
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図書館 3階一般開架閲覧室　閲覧コーナーから南側の眺望を見通す *

諸元　所在地：長野県東御市県　Ⅰ期工事　敷地面積：22,879.0㎡　延床面積：9,655.6㎡　新庁舎・新図書館：SRC 造地下 1階・地上 3階 4,031.6㎡／中庭回廊：
S造地上 1階 83.98㎡／庁舎本館：RC造地下 1階・地上 3階 ( 改修 )2499.6㎡／庁舎別館：S造地上 4階 1597.6㎡／舞台が丘会館：RC造地上 2階 649.1㎡　協力：
ビー・ファーム ( 構造 ) 総合設備計画 ( 設備 ) フジキ積算 ( 積算 ) 近田玲子ﾃﾞｻﾞｲﾝ事務所 ( 照明ﾃﾞｻﾞｲﾝ )　施工：竹中工務店／Ⅱ期工事、勤労者会館 : RC 造地上 2
階 872.20㎡／子育支援ｾﾝﾀ ：ーS 造地上 2階 775.62㎡／中央公民館：RC造一部 S造地上 3階 ( 改修＋増築 )3,543.33m／ｴﾝﾄﾗﾝｽ広場 930㎡／中央公民館駐車場 2,210
㎡／子育支援ｾﾝﾀ - 駐車場 670㎡　協力：関建築+まち研究室 ( 意匠 )、  A&A 構造研究所 ( 構造 )  総合設備計画 ( 設備 ) 近田玲子ﾃﾞｻﾞｲﾝ事務所 ( 照明ﾃﾞｻﾞｲﾝ )　施工：
竹中工務店、竹花組、信州電気、ｱｲｴｽﾊﾟｲﾋﾟﾝｸﾞ、竹花工業／撮影：*北嶋俊治　 　　　　　　　　 担当 : 中野、萩原、清水、佐々木、笠間、大木、中山、長谷川

■舞台が丘整備基本・実施設計（第Ⅱ期）

市庁舎エントランスコリドー *空間ダイアグラム：
エントランス空間を背骨として
各施設を繋ぎ機能連携を図る

中央公民館 2階市民ラウンジ *

中央公民館増築棟 ( 夕景 )*

改修前　庁舎間を繋ぐ渡廊下

改修後　回廊に付替え中庭を整備 *

市庁舎エントランスコリドー *

中央公民館 ( 耐震改修 +増築 +駐車場再整備 )*

■市庁舎改修・増築／中央公民館改修　                                                                          ［東御市］　2009-13　
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　東御市の北端、標高 1750 ｍ級の湯の丸高原は上信越国立公園内の自然豊かなレク

リエーション地として大学の寮や宿泊施設が立地して来たが、近年のスキー客減少

ととも寮の廃止が続くなど多くの課題を抱えてきた。そこで隣接する小諸市、群馬

県嬬恋村と共同でスポーツ振興のための準高地トレーニング施設整備を進めるべく、

2014 年に湯の丸高原一帯（東御市範囲）の基本構想策定プロポーザルでアプルが特

定。全体構想からの策定から、専門家からなる高地トレーニング施設委員会、構想の

改訂、2020 年東京オリンピック・パラリンピックに向けて「湯の丸からセンターポー

ルに日の丸を！」のスローガンのもとで新規屋内体育施設（暫定屋内プール）および

隣接地への民間出資によるアスリート食堂の基本計画をまとめ、両施設の設計監理を

担当した。あわせて大学寮跡建物の改修提案（アドバイザー派遣―完成）も行った。

■湯の丸高原高地トレーニング施設整備構想  　　　　　　　　　          　 ［東御市 +民間］　2014-19

湯の丸高原位置図

経緯　湯の丸高原整備構想策定業務公募型プロポーザル（特定）14. 10 ／湯の丸高原整備構想策定業務 ‘14.11 ～ 15.3 ／湯の丸高原高地トレーニング検討委員会
助言（アドバイザー派遣）’15.6 ／（仮称）湯の丸高原荘改修基本構想（アドバイザー派遣）‘15. 9 ／湯の丸高原屋内運動施設建設工事設計業務 ‘17. 10 ～ 18.3 ／
同工事監理業務 18.4 ～ 19. 10 ／湯の丸アスリート食堂設計監理業務 ‘19. 2 ～ 19. 9［湯の丸スポーツサービス（株）］

※当初構想案2014版をベースに陸上用高地トレーニング400ｍトラック、
テニスコートが追加されたもの

湯の丸高原整備構想改訂版 2016

自然学習センター休憩テラス アクセス路改修 ( 待避所） 共同炊事場改修 バンガロー改修、デッキ敷設

構想イメージスケッチの一部

高地トレーニング用屋内プール ( 内観） 合宿所（旧大学寮改修・湯の丸高原荘） 散策路（ネイチャーガイド） 散策路（トレイルラン）

担当 : 中野、清水、大木、光賀
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諸元　所在地：長野県東御市新張（国有地／上信越高原国立公園・浅間管理計画区域内）、屋内プール／敷地面積：10,028.04㎡　延床面積：3,098.03㎡　S造地
上 2階　用途：水泳場　協力：NSP プランニング ( 建築計画 )　エスフォルム ( 構造 )　総合設備計画 ( 設備 )　施工：黒澤組・丸子小諸電気・第一設備　湯の丸
アスリート食堂／敷地面積：3,452.46㎡　延床面積：362.05㎡　木造地上 1階　用途：飲食施設　協力：エスフォルム ( 構造 )　総合設備計画 ( 設備 )　施工：竹
花組・信州電気・東部設備　　　　　　　　　　　　　　　　　 　担当 : 清水、山本、松浦、協力：ヨシダデザインワークショップ、角倉剛建築設計事務所

■ GMOアスリーツパーク湯の丸（湯の丸高原スポーツ交流施設）施設概要　　　　　　　　　　　　　　　　　　［東御市］2017-19

■湯の丸アスリート食堂　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［湯の丸スポーツサービス（株）］2019

■湯の丸高地トレーニング屋内体育施設（暫定プール）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ［東御市］2017-19

〇全天候型 400mトラック：舗装・ポリウレタン舗装、
    1 周  3 レーンと直線路 (100 ｍ )5 レーン
〇林間ジョギングコース (800m)：路面は土やウッドチップ
   舗装 400 ｍトラックの外周を周回するアップダウンのあ
   る 1 周約 800 ｍのコース、
〇トレイルランニングコース (2,500m)：スキー場内のアッ
   プダウンやカーブのあるコース。有酸素トレーニングを
   行うことができる。
●屋内プール (50m・8レーン )：国内最高地点の特設プー
    ルを含む屋内運動施設。8レーンの 50 ｍプールやトレー
    ニングルーム、ミーティングルーム。
〇トレーニングルーム（湯の丸高原荘内）：レジスタンス
    トレーニングや有酸素トレーニングが行えるマシーン設
    置、アスリートの傷害予防やコンディショニングをサ
   ポートする施設。
〇GMOアスリーツパーク湯の丸ヴィレッジ（湯の丸高原
    荘）：客室・1階洋室 ( バリアフリー）5、　2階（3～ 6名）
   17、トレーニングルーム、ミーティングルーム、浴室、
    洗濯室ほか
●湯の丸アスリート食堂」：アスリートを対象とした飲食
    施設、席数は屋内約 80 席とテラス席 27 席。
※●はアプルが設計・監理を担当。

屋内体育施設・特設プール内観

屋内体育施設・特設プール入口（外観）

屋内体育施設内から 400 ｍトラック側を望む

アスリート食堂内観 アスリート食堂外観

■屋内体育施設・アスリート食堂設計監理　
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■東御市小学校長寿命化計画・小学校トイレ改修設計監理　　　　　　　　　　［東御市］　2016-19

■東御市小学校長寿命化計画

　国の文部科学省が 2013 年から始まる全国の「公立小中学校施設の長寿命化計画制

度」の支援による、市立の全小学校を対象とした建物実態調査および年次計画の策定。

市内の小学校は５校、いずれも 1974 ～ 81 年に建造され（ＲＣ造）、築後 40 年を経

過し、耐震補強は完了しているが、設備面も含め部材の経年劣化も進行し、改修費用

が年々増加して市の財政負担も大きくなり、安全面や機能面での課題を抱え、また農

村地帯の自然災害時の避難場所としても重要な位置づけもあり、地域防災機能の強化

も含め、子供達が学べる環境を確保するための長寿命化基本計画を策定した。検討に

あたっては学校建築に詳しい長澤悟氏（東洋大学名誉教授）の助言を得て、市内教育

関係者、父兄等を対象とした生涯学習講座を開催し、意見聴取も行っている。

　

経緯　東御市立小学校長寿命化基本計画 ’16.9～17.12、田中小学校・滋野小学校トイレ改修工事実施設計 ’16.9～17.3、田中小学校・滋野小学校トイレ改修工事監理 ’
17.3 ～ 17.10、祢津小・和小・北御牧小トイレ改修工事実施設計 ’17.5 ～ 18.3、和小学校・北御牧小学校トイレ改修工事監理 ’18.5 ～ 18.11、祢津小学校トイレ改
修工事監理 ’19.7 ～ 19.12、諸元　所在地：長野県東御市　調査対象面積：5校計 10,328㎡ トイレ改修床面積：5校 RC 造 計 1,314.3㎡　施工：北澤土建 ( 田中小 )・
東建工業 ( 滋野小 )・共栄建設 ( 和小 )・竹花組 ( 北御牧小 )・東部開発 ( 祢津小 )　協力：長澤悟氏 ( 教育環境研究所理事長 )　　　　　 担当：中野、清水、山本

東御市内小学校位置図

生涯学習講座「これからの学校づくり」の光景市内 5校の現地調査およびヒアリングを照合した改修ランク

■小学校トイレ改修設計監理

　長寿命化計画の中で教職員・父兄の要望で、永年の課題であったトイレ改修を最優先し、国庫補助を受けて実現した。従来の「4K（臭い・

汚い・暗い・怖い）」を解消し、現在の児童数にあった適正規模とし、段差解消によるユニバーサルデザインの実現、多機能トイレの設置、

ゆとりの個室、断熱化・冬季暖房装置など、安心して利用出来る環境を整えた結果、それまで自宅に帰るまで我慢していた児童が、休

憩時間や昼休みなどに積極的に利用するなど、健康上かつ学習意欲の向上などの効果が報告されている。　　

市内小学校の現地調査記録 ( 一部抜粋 ) 長寿命化のイメージ

→機器更新に際し、段差解消のた
めの乾式施工を採用し、配管スペー
ス確保、冬季用暖房器具設置など
を行った

北御牧小のトイレ改修前

北御牧小のトイレ改修後 北御牧小のトイレ改修後

北御牧小のトイレ改修前

→手洗所の充実や、地場産材のカ
ラマツを内装に使用するなどで衛
生面への配慮や心地よさの演出に
も心がけている




